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解

題

老

圃
詩
〓

　

　

　
一
卷

　

　

　

　

　

　

　

　
安

積

　

覺

著

.安

積

覺
、字

は

子

先
、覺

兵

衞

と

稱

す
、澹

泊

と

號

す
、又

た

老

圃

と

號

す
、
祖
父
正
、
信
、元

和

乙

卯
、

大

坂

の

役

に

戰

功

あ
り

、後

ち

水

戸

侯

に

仕

ふ
、父

貞

吉
、繼

で

そ

の

碌

を

食

む
、澹

泊

生

れ

て

十

歳

に

し

て
朱

舜

水

を

師

と

し
、長

ず

る

に

及

び
、博

學

能

文

に

し

て
、最
も

史

に

長

ぜ
り

、義

公

が

大

日

本
史

を

編

す

る

に

及

び

て
、澹

泊

は

之

が

總

裁

と

爲

れ
り

、元

文

二
年
、病

を

以

て

歿

す
、年

八

十

二
、明

治

三

十

五

年

十

一
月
、正

四

位

を

贈

ら

る
。

　

此

書

は

湖

亭

渉

筆

第

四

卷

に

あ
り

て
、本

邦

詩

人

の

逸

話

を

録

し
、唐

宋

詩

家

の
佳

話

逸

聞

を

記

し
、或

は

詩

句

の

妙

を

論

じ
、瑕

疵

を

論

ず

る

等
、頗

蘊

蓄

を

傾

注

せ
り

、
〓
は

唐

韻

に
、戸

皆

反

と

あ

り
、説

文

を

按

ず

る

に
、
〓、脯

也

と

い

へ
う
、詩
〓

と

は
、蓋
、其

の

話

す

る

所
、枯

痩

に

し

て

生

肉

の

味

な

し

と

謙

遜

し

た

る

な

ら

ん
。

解

題
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老

圃

詩

蹊

澹
泊

齋
　
安

　
積

覺

著

侃

渉

筆

草

罷
、偶

看
7劉

靜

修

讀
昌吏

評
顱詩
血云
、記

録

紛

紛

巳

失
『翼
、語

言

鄭

重

在
昌詞

臣
n若

將
昌字

字
騨

論
昌心

術
嚇便

有
昌無

邊

受
γ屈

人
嚇乃

輾

然

自

笑

日
、

老

圃

頗

渉
。書

史
赤

非
昌冥

頑

不

驪

煮

不
苡

"澆

v楽

藝
v菊

之

餘
嚇反

求
昌諸

己
一自

攻
ゆ其

短
晶而

敢

弄
駆

脣

吻

輕

議

昌古

人
嚇不
"亦

悖

鰰乎
、其

志

本

在
レ欲
γ備
.

遺

忘
嚇而

其

迹

不
v菟
昌僭

踰

之

臨鼠
因

輟

而

不
γ爲
、

竹

爐

湯

沸
、茗

芽

一
啜
、便

覺
轟芳

潤

逼
髀

、忽

憶

夲

生

與
v客

談
v詩

、粗

有
レ所
γ得
、無

盆

之

甚
、不
v足
邑

裏

纂

而

習
氣

未
γ除
竄

昌綴

于

此
苡

資
"灌

畦

之

老

圃

詩

蹊

渉
筆
草
し
罷
み
、偶
.
劉
靜
修
の
史
評
を
談
む
詩
を
看
る
に
、
云

「記
録
紛

々
己
に
眞
を
失
ふ
、
語
言
輕
重
詞
臣
に
在
り
、
若

し
字

　

や
ツ

々
を
將
て

心
術
を
論
ぜ
ば
、
便
ち
無
邊
屈
を
受
る
人
有
ら
ん
、」

と
乃
皸
然
と
し
て
自
ら

笑
て
日
、老
圃

頗
蛙
日史
に
渉
る
、亦
冥

頑
不
霾

の
者
に
非
交

菓
に
澆
き
菊
を
藝

う
る
の
餘
を
以
て
、

反
て
諸
を
己
に
求
め
て
.
自
ら
其
短
を

攻

め
す
し
て
、敢
、唇
吻

を
弄
し
て
、
輕
、、し
く
古
人
を
議
す
、
亦
悖
ら
す
や
、其
志
、
本
と

遺
忘
に
備

へ
ん
と

欲
す
る
に
在
り
、
而
し
て
其
迹
、僭
踰
の
責

を
勇
れ
す
、因
て
輟
て
爲
さ
す
、竹
爐
湯
沸
き
、茗
芽

一
啜
、
便
ち

芳
潤
脾
に
邁
る
を
覺
ゆ
.
忽
ち
憶
ふ
準
生
客

と
詩
を
談
じ
、粗
、

得
る
所
あ
り
、
無
釜
の
甚
し
き
、
衷
纂
す
る
に
足
ら
ざ
れ
ど
、而

し
て
習
氣
未

だ
除
か
す
、
此
に
竄
綴
し
て
、
以
て
灌
畦
の
暇
に

資
す
、亦
老
境

の
遣
忘
に
備

へ
扣
と
欲
す
る
な
り
。

一



姻1

日

本

詩

話

叢

書

暇
{亦

欲
γ備
昌老

境

之

遺
.忘

一也
。

懷

風

藻

}載
自大

津

皇

子
」臨
v刑

詩
喃日
、金

烏

臨
昌西

舍

嚇

鼓

聲

催
"短

僉

泉

路

無
昌賓

主
嚇此

夕

誰

家

向
、當

時

言
v詩
、肪
昌於

大

友

帝
門而

同

時

有
昌大

津

皇

子
百

本

紀

稱
翼

自
レ幼

好
v學

博

覽

囑
麦

、而

輒

謀
畠
不

勲

不

y熊

充
昌其
ま

惜
哉

石
倉

詩

逡
蠶

二碓
、璧

引
明

興

雜

記
髄日
、太

覦

誅

昌藍

玉
q籍
謡其

家
{凡
、有
昌雙

字

.往

幽

來

一皆

得
γ罪
、孫

費

欝

醂

黼
一
因
碗

ド玉

題
L

畫

噸故
漏殺
.'

レ
之

、其

絶

命

…詩

日
、鼇

鼓

三

聲

急
、西

山

旧

叉

斜
、黄

泉

無
昌客

舍
「今

夜
宿

誰

家
「詩

意

悽

惻
、絶

與
昼皇
鹽チ

之

詩
"相

似
、今

按

朱

鳥

元

年

皇

子

賜
γ死
.輿
6唐

中

宗

嗣

聖

三

年
齢相

値
、據
昌獻

徴

簸

費

死

在
自洪

武

二

.
十

年
n嗣

聖

三

年

至
昌洪

武

二
十

年
h相

距

七

百

餘

年
、明

人
L未
寧必

見
昌懐

風

藻
h縱

見
v之
、未
昌必

蹈

襲
噛事

二

懐
風
藻

に
大
津
皇

子
の
刑
に
臨
む
詩
を
載
せ
て
日
、「金
烏
酉
舍

　
に
臨
み
、
鼓
聲
短
命
を
催

-
、泉
路
賓
主
無
し
、此
の
夕
誰
家

に
か

向
は
ん
」と
、富
畔
詩
を
言
ふ
、
大
友
帝

に
肪
ま
る
、而
し
て
同
時
に

大
津
皇
子
あ
り
、
日
本
紀

に
其
紘
よ
り
學
を

好
み
、博
覽

に
し
τ

文
を
屬
す
る
を
稱
す
、
而
し
て
輒
ち
不
軌
を
謀
り
、其
オ
を
充

つ
、

る
能
は
交
惜
ひ
か
夜
石
倉
詩
選
に
謹
糴

爨

顰

明
興
雜
記

を

引

い

て

曰

く
、太

齟
、藍

玉
を

誅

し
ゐ其

家

を

籍

す
、
凡

そ
隻

字

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

往
來
あ
る
も
の
唐
罪
を
得
㌃

、餮

斃

難

、西
漂

與
め

・
に

剛
瓮
に
題
す
る
が
故

に
因
て
之
を
殺
す
、其
絶
命
の
詩
に
日
ぐ

「鼇
鼓
三
聲
急
に
、西

山

日

叉
斜
な
り
.黄
泉
客
舍
な
し
、
今
夜
誰
旨

.
家

に
が
宿
せ
ん
」と
、詩
意
悽
測
、絶
は
だ
皇
子

の
詩
と
相
似
だ
り
、

今
按
す
る
に
朱
鳥
元
年
、皇
子
死
を
賜
は
る
、
唐

の
中
宗
の
嗣
聖
、

、
三
年
と
相
値

る
、
麟
…徴
録
に
據
る
に
、簣

の
死
す
る
は
洪
武
二
十

　
年
に
在
り
、
嗣
聖
三
年
よ
り
洪
武
二
十
年
に

至
る
ま
で
、
相
距
る

・眉
と
冠
百
餘
年
な
叺
、期
人
拡
未
だ
必
し
も
懐
風
藻
を

見
す
、
縱

　
ひ
之
を
見
る
も
、未
だ
必
し
も
蹈
襲
せ
す
、
事
の
偶
合
、乃
ち
此
の

如
き
者
あ
り
。
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、

之

偶

合
.乃

有
昌如
v此

者
叩

扶

桑

集
、大

江

音

人

呈
渤

海

裴

大

使
詩

、虚

聲

我

類

羊

公

鶴
、蓮

操

君

同

馬

岌

龍
、和
昌裴

大

使
詩

」遠

排
昌波

母
菁

山

鶴
、近

翌

東

王

紫

麓

松
、重

酬
昌裴

大

使
一詩
、占
γ雲

雖
γ件
潭苛

鳴

鶴
肖璃
v藻

多

葱
范

彦

龍
嚇按

笥

晉

書

宋

纎

傳
、馬

岌

稱
レ繊

日
、先

生

入

中

之

龍
、唐

類

凾

引
昌聖
-賢

篆

墓

記
白

、東

李

王

歸
v國

思
昌京

師
や

後

薨

葬
昌束

丕

其

篆

上

松

栢

皆

西

靡
、梁

范

雲

字

彦

龍
、皆

用
v事

精

切
、雖
"類
ゴ崑

艚
葡

氣

賑

深

厚
、源

順

五

歟

吟
、年

少

昔

思

懷

橘

志
、痛

深

今

戀

折

菱

恩

、婉

曲

,有

v
味

、可

v謂

昌善

用

γ事

者

一也

。

王

維

夷

門

歌
、七

十

老

翕

何

所
v求
、解

者

引
事晉

段

灼

追

理
昌鄰

艾
一語
ハ是

也
、宋

孝

武

帝

撫
昌慰

王

玄

謨
一

齠
　

日
、七

十

老

公
、反

欲
昌何
求
嚇君

臣

之

際
、足
出以

相

保
内

老

圃

詩

蹊

扶
桑
集
に
、
大
江
の
晋
人
、渤
海
の
裴
大
使
に

呈

す

る

詩
魂
盧
聲

我
は
類
す
羊
公
の
鶴
、
遠
操
君
は
同
じ
馬
笈

か
龍
」と
.裴
大
使
に

和
す
る
詩
、「遠
く
波
母
左
排
す

青
山
の
鶴
、
近
く
對
す
東
王
紫
麓

「
の
松
しと
、重
ね
て
裴
大
使
に
酬
ゆ
る
詩
に
.『雲
を
占
て

荷
鳴
鶴
に

一
俘
ふ
と
雖
、藻
を
攜
て
多
く
范
彦
龍

に
慙
づ

」と
、按
す
る
に
晉
書

-
宋
纎
傳

に
、
馬
岌
、繊
を
稱
し
て
曰
く
、先
生
は
入
中
の
龍
と
、唐
類

函
に
聖
賢
冢
墓
記
を

引
て
曰
く
、東
亭
王
國

に
歸
り
て

京
師
を

思
ふ
、後
ち
薨
じ
て
東
卒
に
葬
ら
る
、
其
の
冢
上
の
松
柏
皆

西
に

糜
く
、梁

の
笵
雲
字
は
彦
龍
、
皆
事
を

用
ふ
る
精
切
な
り
、崑
體
に

類
す
と
雖
、
而
し
て
氣
脈
深
厚
な
つ
、源
順
の
五
歎
の
吟
、「年
少
く

し
て
昔
思
ふ
懐
橘
の
.志
、
痛
深
ふ
し
て
今
戀
ふ
折
菱

の
恩
」と
、婉

　
曲
、味
あ
り
、善
く
事
を
用
ふ
る
者
と
謂
ふ
可
し
。

王
維
の
夷
門
の
歌
に
、「七
十
の
老
翕
何
の
求

む
る
所
ぞ
』と
、
解
者

晉
の
段
灼
が
追
ふ
て
郵
艾
を
理
す
る
語
を
引
く
(
是
な
り
、
宋

の

孝
武
帝
王
玄
謨
を
撫
慰
し
て
曰
く
、
七
十
の
老
公
、
反
つ
て

何
を

か
求
め
ん
と
欲
す
、君
臣

の
際
、
以
て
相
保
す
る
に
足
る
と
、亦
段

一一}
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日
本

詩

話
叢

書

亦

用
輔葮

灼

語
"也
。

張

読

三

月

二

十

日
、承
v恩

樂

遊

園

宴

排

律

中

聯

云
、皇

情

貸
昌芳

月
嚇旬

宴

美
自成

功
n魚

戯

芙

蓉

水
、鶯

嚇

楊

柳

風
、旬

宴

皇

朝

典

故
、而

階
昌唐

制
勵者

也
。

陳

子
昂

蜆

山

懐

古
、野

樹

蒼

煙

斷
、津

樓

晩

氣

孤
、

過
昌荊

州
嚇古

…樹

蒼

煙

斷
、虚

庭

自

露

寒
、二

聯

偶

同
、

而

不
γ妨
『其

高
h陳

后

山

登
儡鵲

山
門朴

俗

獪

虞

力
、安

流

街

禹

謨
、蓋

租
昌子

昂

白

帝

懐

古
、荒

服

仍

周

甸
、

深

山

徇

禹

功

句
"也
。

初

唐

詩

亦

有
昌錬

字

琢

句

極

尖

巧

者
門如
昌王

勃
・泥

溪

排

律
嚇溜

急

船

文

亂
、巖

斜

騎

影

移
、叉

云
、風

生

蘋

浦

葉
、露

泣

竹

潭

枝
、此

等

語
、獪

不
レ能
レ脱
"齊

梁

綺

靡

之

習
h而

其

雄

渾

之

氣
、自

然

胚
昌胎

盛

唐

諸

子
觀

6其

臺

篇
一可
γ知

矣
。

四

灼

の
語
を
用
ふ
る
な
り
。

張
読

の
三
月
二
十
日
恩
を
承
け
樂
遊
園
に
宴
す
る
排
律
の
中
聯

に
云
ふ
、皇
情
芳
月
を
貸
し
、
旬
宴
成
功
美
な
り
、魚
は
戯
る
芙
蓉

の
水
、
鶯

は
啼
く
楊
柳
の
風
と
、」旬
宴
は
皇
朝
の
典
故
に
し
て
、唐

制
に
沿

へ
る
も
の
な
り
。

陳
子
昂
の
蜆
山
の
懐
古
に
「野
樹
蒼
煙
斷

え
、津
樓
晩
氣
孤
な
り
.」

荊
州
々
過

る
に
、「古
樹
蒼
煙
斷
え
、
虚
庭
白
露
寒
し
、し
二
聯
偶
.同

じ
、
而
ー
て
其
高
き
を
妨
げ
す
、陳
后
山

の
鵲
山
に
登
る
、「朴
俗
獪

ほ
虞
力
、安
流
徇
ほ
禹
謨
と
、」
蓋
、
子
昂

の
白
帝
の
懐
古

「荒
服
仍

ほ
周
甸
、深
山
爾
ほ
禹
功
」の
句
を
組
と
せ
る
な
り
。

初
唐
の
詩
も
亦
錬
字
琢
句
、
極
め
て
尖
巧
な
る
も
の
あ
り
、
王
勃

泥
溪
の
俳
律
の
如
き

「溜
急
に
し
て
船
交
亂
れ
、
巖
斜
に
し
て
騎

影
移
る
、」叉
宏
魂
風
は
生
す
蘋
浦
の
葉
、
露
は
泣
く
竹
潭

の
枝
、」
此

れ
等
の
語
、
獪
ほ
齊
梁
綺
靡
の
習
を
脱
す
る
能
は
す
、
而
し
て

其

雄
渾
の
氣
、
自
然
に
盛
唐

諸
子
を
胚
胎
す
、
其
全
篇
を
觀
て
知
る

べ
し
。



了媽

劉

長

卿

種
レ荷

依

野̀

水
門移
v柳

待
昌山

鶯
門薛

能

薙
v草

因

逢
γ藥
、移
v花

更

得
v鶯
、劉

句

妙

在
昌待

字
h薜

句

妙

在

得̀

字
舶

逋

鑑
、齊

高

帝

撃
亀沈

攸

之
幽劉

善

明

謂
昌高

帝
臼

、今

六

師

齊

奮
。諸

侯

同

擧
、此

籠

中

之

鳥

耳
、杜

詩
・日

月

籠

中

鳥
、蓋

用
昌此

語
嚇而

集

注
、但

云
、人

生

奔
馳

歳

月
「如
昌籠

中

之

鳥
、局

促

不
"得
"自

由
唄姑

録
γ此

以

備
一參

考
叩

蕘

出

堂

外

紀

日
、至

天

隱

所
v注

唐

三
體

詩
、置
萇

洲

積

沙

寺
嚇今

呉

人

稱
昌磧

沙

唐

詩
一是

也
、余

竊

疑

五

言

律

詩

中

所
v載

常

建

泊
舟

肝

貽
隅詩
、雖
格

律

夲

正
門而

不
γ類
昌常

建

諸

詩
嚇偶

閲
認唐

詩

紀

事
嚇此

詩

作
昌韋

建
嚇而

云

建

與
昌蕭

頴

士
最

善
、據
γ此

則

韋

建

中

唐

詩

人

也
、三

體

詩

卷

首

載
詩

人

履

歴

有
常

　
　
　
　
　

老

圃

詩

蹊

劉
長
卿
、認何
を
種
え
て
野
水
に
依
り
、柳
を
移
し
て
山
鴬
を
待
つ
♂

薛
能
魂
草
を
薙
で
因
て
藥

に
逢
ぴ
、
花
を
移
し
て
更
に
鶯
を
得
た

り
」と
、劉
句
の
妙
は
待
の
字
に
在
り
、
薜
句

の
妙
は
得
の
宇
に
在

b
㌔

通
鑑
に
、齊
の
高
帝
、沈
攸
之
を
撃
つ
.劉
善
明
.高
帝
に
謂
て
曰
く
、

今
六
師
齊
く
奮
び
.諸
侯
同
く
壕
ぐ
、
此
れ

籠
中

の
鳥

の
み
と
、
杜

詩
に
弗
日
月
鼈
中

の
鳥
」と
、蓋
、此
語
を
用
ふ
、
而
し
て
集
注
に
但
、

人
生
.
歳
月
に
奔
馳
す
、
驩
中
の
鳥
が
局
促
し
て
自
由
を

得
ざ
る

が
如
し
と
云
ふ
の
み
、姑
ら
く
此
を
録
し
て
以
て
參
考
に
備
ふ
。

堯
山
常
外
紀

に
曰
く
、
至
天
隱
注
す
る

所

の
唐
三
體
詩
、長
洲
礦

沙
寺

に
置
く
.
今
呉
人
、磧
沙
唐
詩
と
稱
す
、是
な
り
、余
竊
に
疑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

五
言
律
詩

の
中
に
、載
す
る
所
の
常
建
.
舟
を
肝
胎
に
.泊
す
(
詩

格
律
挙
正
と
雖
、而
し
て
常
建

の
諸
詩
に
類
せ
す
、
偶
、、唐
詩
紀
事

を
閲
す
る
に
、
此
詩
、韋
建
に
作
れ
り
、而
し
て

云
ふ
建
と
蕭
頴
士

と
最
も
善
し
き
、
此
に
據
れ
は
則
韋
建
は

中
唐

の
詩
人
な
り
、三

體
詩
、卷
首
に
詩
人
の
履
歴
を
載
す
.常
建
あ
り
て
、韋
建
な
し
、常

韋

の
二
字
相
近
し
、
乃
知
る
從
來
誤
り
て

韋
を
以
て
常
と
爲
す
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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粥ア

　　 　
　
　
　
　

日
本

詩

話
叢

書

建
郁無
昌韋

建
h常

韋

二

字

相

近
、乃

知

從

來

誤

以
γ韋

爲
γ常
、而

非
溢板

刻

之
'誰
一也
、焦

弱

侯

極

詆
、三
體
詩
、

唐

詩

鼓

吹
、斯
γ取

大

抵

皆

晩

唐

之

最

下

者
、其

人

無
レ識

而

寡
γ學
、要

不
v足
v辨
、未
γ知

果

是

否
。

盧

綸
、孤

村

樹

色

昏
昌殘

雨
嚇遼

寺

鐘

聲

帶
昌夕

陽
嚇磧

沙

唐

詩

收
ゾ之
、固

爲
8警

策
崩喩

鳬
、樹

色

含
昌殘

雨
嚇河

流

帶
"夕

陽
h唐

詩

品

彙

收
v之
、亦

不
v妨
昌其

高

妙
嚇但

考
唱世

次
謚
…
爲
ガ大

暦

才

子
嚇鳧

乃

開

成

進

士
、恐

不

レ免
昌蹈

襲
一耳
。

李

羣

玉

邊
"秦

煉

師
朔水

流

寧

有
γ意
、雲

汎

本

無

心
h

此

全

摸
。倣

少

陵

水

流

心
.不
「競
、雲

在

意

倶

遲
、二

」

句
嚇而

格

力

不
逮

甚

蓮
、此

乃

盛

晩

之

所
.由

到
歟

。」

老

學

庵

筆

記

日
、遼
相

李

儼

作
昌黄

菊

賦
獻

"其

主

耶

律

洪

基
触洪

基

作
・詩

題
・共

後
鰤以

賜
γ之

云
、昨

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

而
し
て
板
刻
の
訛

に
非
る
な
り
、焦
弱
侯
極
め
て
詆
る
、三
饑
詩
、

唐
詩
鼓
吹
、
取
る
所
大
抵
皆
晩
唐

の
最
下
な
る
も
の
、其
人
識
な

く
而
し
て
篳
寡
し
、
要
、辨
す
る
に
足
ら
す

と
、未
だ
知
ら
す
果
し

て
是
な
り
や
否
や
。

盧
綸
遷
孤
村
の
樹
色
殘
雨
昏
く
、遠
寺
の
鏑
聲
ダ
陽
キ
帶
ぶ
、」磧
沙

唐
詩

に
之
を
牧
む
、
固
よ
り
警
策
た
り
、喩
鳬

の
(
樹
色
殘
雨
を
含

み
、河
流
夕
陽
を
帶
ぶ
、」唇
詩
品
彙
に
こ
れ
を
孜
む
、
亦
其
高
妙
を

妨
げ
す
、但
、世
次
を
考
ふ
る
に
綸
傭
大
暦

の
才
子
た
り
、
鳬
は
乃

ち
開
成
の
進
士
な
り
、恐
く
は
蹈
襲
を
冕
れ

ざ
る
の
み
。

李
璽
玉
の
秦
煉
師
を
逡
る
、「水
流
れ
て
寧
ぞ

意
有
ら
ん
や
、
雲
汎

ん
で
本
無
心
志
、」此
れ
全
く
少
陵
の
「水
流

れ
て
心
競
は
す
沸雲
在

り
噌
意
倶
に
遲
し
』め

二
句
を
摸
倣
す
、
而
し
て
格
力
逮
ぱ
ざ
る

こ
と
甚
遠
し
、批
創
乃
盛
晩
の
由
て
判
る
」
所
か
。

老
學
庵
筆
記
に
日
、遼

の
相
李
儼
、
黄
菊
の
賦
を
作
り
て
ぜ
冒主
耶

律
洪
基
に
獻
す
、洪
基
詩
を
作
て
其
後
に
題
し
て
以
て
之
を
賜
ふ

と
云
、「昨
日
卿
か
黄
菊

の
賦
を
得
、
金
英
を
碎
剪
し
て
嗔
て
ゝ
句
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蜥

一得
翫卿

黄

菊

賦
ハ碎
昌剪

金

英
一填

作
v句
、袖

中

獪

覺

有
"

餘

香
門冷

落

西

風

吹

不
v去
、今

按

洪

基

道

宗

也
、此

詩

儘

有
昌風

致
触堯

山

堂

外

紀

日
、僭

舊

著
昌黒

衣
嚇元

文

宗

寵
昌愛

笑

隱
嚇賜

以
昌黄

衣
嚇其

徒

後

皆

衣
レ黄
、歐

陽

原

功

玄
字

題
昌僭

墨

菊
一詩

日
、芯

蒭

元

是

黒

衣

郎
、當

代

深

仁

始

賜
γ黄
、今

日

黄

花

翻

撥
v墨
、本

來

面

目

兇
昌馨

香
h據
v此

則

僧

署
黄

衣
肉蓋

肪
昌于

蒲

室

也

。」

萬

姓

統

譜
、沈

莊

可

、宣

和

間

進

士
、知

錢

塘

緜

事
、

嗜

v菊

、庭

植
"數

十

本

嚇晩

年

暹

居
、盆

放
昌情

于

菊

n後

以
◎九

月

九

日
隔死
、朱

喜

哭
v之

詩

日
、愛
v菊

卒

生

不

v愛
膨錢
、此

君

原

是

菊

花

仙
、正

當

"地

下

修

文

旦

恰

値

昌人

間

落

帽

天

生

與
昌唐

詩
一同
L

版
嚇死

隨
昌陶

逕
輙

、葬

晶千

年
嚇如

今

忍
卞向
昌西

郊

一哭
ハ東

野

無
v兒

眞

可
γ憐
、

　
　
　
　
　

老

圃

詩

蹊

と
作
す
.袖
中
獪
覺
ふ
餘
香
有
る
を
.
冷
落
た

る
西
風
吹
き
去
ら

す
』
と
、
今
按
す
る
に
洪
基
は
道
宗
な
り
、
此
詩
儘
.風
致
あ
り
、堯

山
堂
外
紀
に
日
く
、僭
、
舊
と
黒
衣
を
著
く
、元

の
丈
宗
、笑
隱
を
寵

愛
し
、賜
ふ
に
黄
衣
を
以
て
す
、
其
徒
後
皆
黄
を
衣
る
、
歐
陽
原
功

慈

僣
の
墨
菊
に
題
す
る
詩
に
曰
く
謹

蒭
元
是
れ

袰

の
郎

當
代
深
仁
始
め
て
黄
を
賜
ふ
、
今
日
黄
芹
翻

り
て
墨
キ
濃
す
、
本

來

の
面
目
馨
香
を
見
る
、』此
に
擦
け
、
則
僣
の
黄
衣
を
著
く
る
は
。

　
　
　
　
ハ
ジ

蓋
、蒲
室
に
肪
ま
る
な
り
。

萬
姓
統
譜

に
、
沈
莊
可
は
宣
和
の
間
の
進
士
な
り
、
知
錢
塘
縣
事

た
り
、
菊
を
嗜
む
、
庭
に
數
十
本
を
植
う
、晩
年
遏
居
し
、
釜
、、情
を

菊
に
放
ま

丶
に
す
、
後
、
九
月
九
日
を
以
て
死
す
、朱
熹
こ
れ
を
哭

す
る
詩

に
日
、
「菊
を
愛
し
て
甼
生
錢
を
愛
せ
ず
、
此
の
君
原
と
是

れ
菊
花
の
仙
、
正
に
地
下
修
文
の

日
に
當
り
、
恰
も
人
間
落
帽
の

天
に
値

ふ
、
生
て
唐
詩
と

叫
脈
を
同
う
し
、
死

し
て
陶
逕
に
隨
ふ

て
千
年
に
葬
ら
る
、
如
今
西
郊

に
向
ふ
て
哭
す
る
に
忽
び
ん
や
、

東
野
兒
な
し
眞
に
憐
む
べ
し
」
と
、今
、丈
蘖
を
檢
す
る
に
之
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
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日
本

詩

話

叢
書

今

檢
昌文

集
一無
〃之
、詩

亦

尖

巧
、不
γ類
女

公

作
門蓋

嫁

y名

也
、恐
昌其

誤
7人
、故

録
v之
。

元

謝

宗

可
、走

馬

燈

詩

日
、颱

輪

擁
v騎

出
驫炎

塰

飛

繞

人

間

不

夜

城
、風

鬣

追
v星

低

有
v影
、霜

蹄

逐
レ電

虫

無
財聲
、秦

軍

夜

潰

咸

陽

火
、呉

炬

宵

馳

赤

壁

兵
、

卻

憶

雕

鞍

年

少

日
、章

臺

蹈

碎

月

華

明
、
驍
耡
蠱

鰈

勃
蘿

篏
レ罐

織
襲
覊
・罫
戴
九
靈
播
秧
婦

詩

日
、膏

袱

蒙

レ頭

作
昌舒

妝

輕

移

蓮̀

歩

永

雲

郷

、裙

翻

戯蚊

蝶

'隨
γ風

舞

、手

學

昌蜻

蜒

一點
γ水

忙

、緊

昌束

暖

煙

一

青

滿
y把
、細

晶分

春

雨

一緑

成
γ行
、村

歌

欲
v和

聲

難
v調
、

羞

殺

揚

レ鞭

馬

上

郎

、走

馬

燈
、挿

秧

婦

、皆

此

聞

所
γ

有

、二

詩

黏

皮

著

骨
、雖
v非

極

致
h而

亦

可
v備
昌詠

物

蝋

體
h夜

潰

二

字
、蓋

本
昌左

傳

擲

人

膂

潰

語
叩

明
袁
凱

蠶

黙

白
燕
簧
世
以
爲
昌絶
唱
耡

絮

八

し
、
詩
も
亦
尖
巧
に
し

て
、交
公
の
作
に
類
せ
す
、葢
、名
を
嫁
す
る

な
9
、其
の
人
を
誤
ら
ん
こ
と
を
恐
る
、故
に
之
れ
を
録
す
。

元
の
謝
宗
可
の
走
馬
燈
の
詩
に
日
、颱
輪
騎
を
擁
し
て
炎
精
を
出

づ
、
飛
び
繞
る
人
聞

の
不
夜
城
、風
鬣
、星
を

追

ふ
て
低
し
て
影
あ

り
、霜
蹄
、電
を
逐

ふ
て
去

つ
て
聲
な
し
、
秦
軍
夜
潰
ゆ
咸
陽
の
火
、

呉
炬
宥
馳
す
赤
壁
の
兵
.
卻
て
憶
ふ
雕
鞍
年
少

の
日
、章
臺
蹈
碎

す
暴

の
鮪

蒲

螳
雛

蟻
臠

黎
髴
謎

軈
驚
臻

譱

齲
慰

妹
噸
ら
戴
九
靈
の
挿
秧
婦
の
詩
に
曰
く
青
袱

頭
に
蒙
り
て
野
妝
を
作
す
、輕
く
蓮
渉
を
移
す

水
雲
の
郷
、
裙
は

蚊
蝶
を
翻

し
て
風
に
膸
ふ
て
舞

ひ
、手
は
蜻
蜒

を
學
ん
で
水
に
點

じ
て
忙
し
、暖
燠
を
緊
束
し
て
青
、把
に
滿

つ
、春
雨
を
細
分
し
て
、

緑
行
を
成
す
、
村
歌
和
せ
ん
と
欲
し
て
聲
.調
し
難
し
、
差
殺
す
鞭

を
揚
る
馬
上

の
郎
しと
、走
馬
燈
、挿
秧
婦
、皆
此
間

に
有
る
所
、二
詩

黏
皮
薯
骨
、
極
致
に
非
す
と
雖
、
而
も
亦
詠
物

の

蝸
體
に
備
ふ
可

し
、夜
潰
二
字
、葢
、左
傅

の
郵
人
宥
潰
の
語
に
本

つ
く
。

明
の
袁
轟

齷

然

海
の
白
燕
の
詩
、
世
以
羅

唱
と
爲
丈
.柳
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池

塘

香

入
μ夢
、梨

花

庭

院

冷

侵
v衣
、
一
聯

尤

勝
、然

余

嘗

見

元

雅

鞭

孵

正

詠
三

月

梅
　詩

云
、梨

花

院

　
　
　
　
　
　
　
　
』

落

爲
γ雲

妬
、柳

絮

池

塘

作
v雪

猜
、二

聯

皆

剽
竊

晏

元

獻

句
嚇現

元

人
、凱
、元

末

明

初

入
、蓋

同

時

而

未

v知
昌孰
失

孰

後
門必

有
畠
一
相

犯

者
∵然

世

稱
》凱

爲
昌袁

自

燕
(則

凱

之

詩

名

著

矣
、瑪

詩

全

首

見
"発

山

堂

外

紀
舶

王

廷

相

芳

樹

詩
、芳

…樹

不
昌相

惜
翼

藤

相

榮

繋
、歳

久

藤

枝

繁
、見
v藤

不
レ見
γ樹
、兪

安

期

鍾

藤

謠
、鍾

藤

纒
翳樹

枝
嚇樹

枯

藤

作
v樹
、鄰

婦

媚
昌私

郎
嚇歳

久

翻

作
轟

私

郎

婦
三

首

一
意
、而

安

期

比

况

尤

深

推

而

可

レ喩
轟姦
雄

之

…簒

奪
ハ
蓋

能

得
嘉
旛
體
㌦者
也
。

唐

荊

川

竹

徑

詩
、面

面

隔
昌深

質

茅

齋

在
噌初

處
門遙

聞
鶴犬

吠

聲
嚇試

從
島此

路
甸去
、余

竊

謂

此

全

與
驚宋

偲

　
　
　
　
　
老

圃

詩
蹊

絮

の
池
塘
、香
、夢
に
入
り
、梨
花
の
庭
院
、冷
、
霧
を
侵
す
、」
の

M
聯

尤
も
鷺

然
れ
ど
も
余
嘗
て
見
る
、
元
の
臻

雛

二
月
の
梅

を
詠
す
る
詩
に
云
、「梨
花
の
院
落
雲
と
爲
て
妬

し
、柳
絮
の
池
塘

雪
と
作
て
猜
す
、』二
聯
皆
晏
元
獻
が
句
を
剽
竊

す
、琥
は
元
人
、凱

は
元
末
明
初
の
人
、蓋
同
時
に
し
て
未
浮
孰
れ
か
先
き
孰
れ
か
後

な
る
を
知
ら
す
、
必

一
、相
犯
す
者
あ
ら
ん
、然
れ
ど
も
世
に
凱
を

稱
し
て
袁
白
燕
と
爲
す
、則
、凱

の
詩
名
著
は
る
、
瓏
の
詩
は
全
首
、

堯
山
堂
外
紀
に
見
ゆ
。

王
廷
相
の
芳
…樹
の
詩
、「芳
樹
相
惜
ま
・ず
、
藤

と
相
欒
繋
す
、歳
久
く

し
て
藤
枝
繁
し
、藤
を
見
て
樹
を
見
す
」と
、兪
餐
期
、鍾
藤
謠

に
「鍾

藤
、樹
枝
を
纒
ふ
、樹
枯
れ
て
藤
、樹
と
作
る
、鄰

卿
、
私
郎
に
媚

ぶ
、

歳
久
ふ
し
て
翻
て
私
郎

の
婦
と
作
る
、』
二
首

困
意
、
而
し
て
安
期

は
比
況
尤
も
深
」
、
推
し
て
姦
雄
の
簒
奪
に
喩
ふ
べ
し
、
蓋
、能
く

謠
體
を
得
た
る
も
の
な
り
。

唐
荊
川
、
竹
徑
の
詩
↓
面

々
深
竹
を
隔
つ
、茅
齋
何
れ
の
一處
に
か
在

る
、
遙
に
犬
の
吠
ゆ
る
聲
を
聞
く
、試

に
此
路

よ
り
去
ら
ん
、」余
竊

に
謂
ふ
此
れ
全
く
宋
の
僭
惠
詮
が
「唯
.犬
吠

の
聲
を
聞
い
て
、
又

九



…………

綱
ザ
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醒

扁
　
　
　
　
　

日
本

詩

話
叢

書

惠

詮

唯

聞
昌犬

吠

磬
↓又

入
昌煙

蘿
一去

之

句
い相

同
、明

入

不
v嫌
昌其

蹈

襲
取

而

入
v選
、世

必

有
能

辨
驫其

工

拙
'者
勉

。

高

「季

廸
、梅

花

八

首
、皆

高

古

超

絶
、可
7興
昌西

湖

八

詠

蔘

看
ハ其

第

幽
首

結

句

日
、秦

人

若

解
6當

時

種
嚇

木
下引
漁

邸

入
中洞

天

命

意

甚

新
、然

元

劉

須

溪

有
τ

漁

入

入
得

桃

花

洞
、唯

有
出梅

花

路

未
ツ逋

之

句
b則

落
昌第

二

義
哨矣
、又

季

迪

有
昌梅

花

詩
一云
、雪

滿

山

中

高

士

臥
灯

明

林

下

美

入

來
、凡

選
昌明

詩
著

、莫
v不

v取
γ之
、唯
鍾

伯

敬

唐

詩

歸

引
昌此

一
聯
脚云
、腐

不
レ可

v言
、而
明

詩

歸

亦

牧
ド之
、蓋

明

詩

歸

非
昌伯

敬

所
ワ選
、

余

嘗

辨
レ之

矣
。

明

詩

歸
・、文

震

孟

舟

中

詠
驫桂

花
一詩
、早

識
。廣

塞

多
晶

險

徑
一悔

從
阜碧

落
聯占
轟先

暮
h詳

味
昌語

意
蓋

震

孟

坐
"

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

煙
蘿

に
入
り
去
る
」
の
句
と
相
同
じ
、明
人
.典
蹈
襲

を
嫌
は
す
、取

つ
て
選
に
入
る
、世
必
す
能
く
其
工
拙
を
辨
す
る
も
の
有
ら
ん
。

高
季
廸
.梅
花
八
首
、皆
高
古
超
絶
、
西
湖
八
詠
と
參

へ
脣
る
べ
し

其
第

一
首
、結
句
に
日
峨
秦
人
若
し
當
時
の
種
を
解
せ
ば
、
漁
郎
を

引
い
て
洞
天
に
入
ら
す
」と
、
命
意
甚
だ
新
な
り
、
然
ど
も
元
の
劉

須
溪
、「漁
人
入
り
得
た
り
桃
花
洞
.唯
.梅
花
の
路
未
だ
通
ぜ
ざ
る

有
り
」の
句
あ
り
、則
第
二
義
に
落
つ
、又
、季
廸
.梅
花
の
詩
あ
り
云

ふ
↓
畧
滿
ち
て
山
申
に
高
士
臥
し
、
月
明
に
し
て

林
下
に
美
人
來

る
」と
、
凡
そ
明
詩
を
選
ぶ
も
の
、
こ
れ
を
取
ら
ざ
る
莫
し
、
唯
.鍾

伯
敬
か
唐
詩
蹄
.此

一
聯
を
引
い
て
云
、腐
、言
ふ
べ
か
ら
す
と
、
而

し
て
明
詩
歸
、亦
之
れ
を
收
む
、
蓋
、
明
詩
歸
は
伯
敬

の
選
す
る
所

に
非
す
、余
嘗
て
こ
れ
を
辯
ぜ
り
。

明
詩
歸
、
交
震
孟
.舟
中

に
桂
花
を
詠
す
る
詩
、早
く
廣
寒
、險
徑
多

き
を
識
ら
ぼ
、
悔
ゆ
ら
く
は
碧
落
に
從
ひ
て
口先
春
を
占
む
る
を
」

と
、詳
に
語
意
を
味
ふ
に
噛蓋
、震
孟
、蓋
東
林
の
黨

に
坐
七
籍
セ
柵
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東

林

黨
匍

籍

後

所
v作
、醢

藉

含

蓄
、無
レ限

低

回
、畢

於

瞋
レ目

張
擧

者
矣

、方

交

庚

寅

元

旦

詩
、卜

肆

徇

能

言
昌孝

弟
門醫

方

獪

可
γ立
昌君

臣
門槍

桑

之

威
、亦

足

v動
轟人
悲

思
嚇明

季

遺

聞
、書
輔天

學

土

范

景

丈
、甲

申

殉
ツ節
、而

不
v載
昌其

絶

筆

詩
肉今

録
昌于

此
嚇孤

臣

筌

洒

ヴ涙
、天
歩

逾

如
レ斯
、妖

蝕

三

光

暗
、心

盟

九

廟

知
、翆

華

迷
昌草

路
「潅

水

漲
昌煙

漸
「故

國

千

年

恨
、忠

魂

繞
昌

玉

堤
h翠

華

潅

水
、言
昼弘

光

南

渡
嚇亦

甚

凄

切

矣
。

詩

歸
、張

居

正

怨

歌

行

日
、歩

出
昌上

東

門
嚇桃

李

爽
自

路

傍
h花

花

白

相

對
、葉

葉

自

相

當
、野

客

叢

書
、載
轟

宋

于

侯

董

嬌

蟯

詩
h洛

陽

城

東

路
、桃

李

生
蕗

傍
門

花

花

自

相

對
、葉

葉

自

相

當
、謂

襲
6曹

植

鑑

歌

行
{

江

陵

叉

襲
昌于

侯

詩
嚇何

剽

竊

之

甚

耶
。

性

靈

集
、後

夜

聞
}佛

法

僧

鳥
}詩

日
、寒

林

獨

坐

草

　
　
　
　
　

老
圃

詩

蹊

ら
る

Σ
後
に
作
る
所
暫醍
藉
含
蓄
、限
な
き
低
回
、目
を
瞋
ち
し
拳

を
張
る
も
の
に
異
な
り
、方
文
、庚
寅
元
旦
の
詩
↓
卜
肆
徇
ほ
能
く

孝
弟
を
言
ふ
、
醫
方
獪
ほ
君
臣
を
立
つ
べ
し
」と
、滄
桑
の
感
、亦
人

の
悲

愚
を
動
か
す
に
足
る
、
明
季
遺
聞
に
、大
學
士
苑
景
文
が
、
甲

申
、節
に
殉
す
る
を
書

'・
、
而
し
て
典
絶
筆
の
詩
を
載
せ
す
、
今
此

に
録
す
、孤
臣
室
く
涙
を
酒
ぐ
、
天
歩
邃

に
斯
の
如
し
、妖
蝕
三
光

暗
く
、心
盟
九
廟
知
る
、翠
葉
草
路
に
迷

ぴ
、
淮
水
煙
漸
漲
る
、故
國

千
年
の
恨
、忠
魂
玉
鼻
を
繞
る
」と
、
翠
華
淮
水
は
弘
光
南
渡
を
言

ふ
、亦
甚
だ
凄
切
な
り
。

詩
歸
に
、
張
居
正
の
怨
歌
行

に
曰
く
、
歩
し
て
上
東
門
を
出

つ
れ

ぱ
、桃
李
路
傍
を
夾
む
、花
々
自
ら
相
樹
し
、葉

々
自
ら
相
當
る
」と
、

野
客
叢
書
に
、
宋
の
于
侯
螢
一嬌
蟯
の
詩
を
載
す
「洛
陽
城
東
の
路
、

桃
李
路
傍
に
生
す
、
花
々
自
ら
相
對
し
、葉

々
自
ら
相
當
る
」ど
、謂

.

ふ
曹
植
蜑
歌
行
を
襲
ふ
と
、江
陵
、叉
、于
侯
が
詩
を
襲
ふ
、
何
ぞ
剽

竊
の
甚
し
き
や
。

性
靈
集
に
、後
夜
、佛
法
繪
鳥
を
聞
く
詩
に
曰
く
、『塞
林
に
獨
坐
す
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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日

本

詩
話

叢
書

堂

曉
、三

寶

之

盤

聞
昌
一
鳥
嚇
一
鳥

有
v聲

人

有
γ心
、心

聲

雲

水

倶

了

了
、幌

窩

先

生

以

爲
鵡集

中

第

一
門羅

山

先

生

謂

唐

顧

况

詩
、棲

霞

寺

裏

子

規

鳥
、口

中

血

出

啼

不
v了
、山

僭

後

夜

初

入
v定
、聞

似
γ不
v聞

山

月

曉
、其

體

相

似
、韻

亦

偶

同
、山

背

國

宇

縣

醍

醐

山

有
昌佛

法

信

鳥
嚇見
"羅

山

隨

筆
h按

日

本

紀

略
、延

喜

六

年

八

月
、右

大

臣

源

光
修
昌法

華

八

講
h佛

法

僧

鳥

來

鳴
、此

外

不
。多

見
崩近

世

釋

元

政

詩
、亦

用
昌

其

韻
噌日
、梵

督

瞭

喨

頻

迦

鳥
、如

是

我

聞

便

明

了
、

翻

來

奈

何

塁

似

人

月

入
鵬破

窟

林

寺

曉
、蓋

有
γ意

・效
v之
者
、而

弘

法

詩

渾

厚

天

成
、不
v可
7以
昌色

相
繍求
納

元

政

詩
、雖
鵬相

去

甚

蓮
赤

脱

灑

可
γ喜
。

客

兒

家

聲

風

流

相
、奈
鷁此

才

高

航

驍
一何
、心

雜

難

レ入
遠

公

瓧
、于

思

誰

誦

華

元

歌
、登

臨

屐

老

風

雲

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
一

草
堂
の
曉
、
三
寳
の
聲

嚇鳥

に
聞
ふ
、
一
鳥
聲
あ
り
人
、心
あ
り
、心

聲
雲
水
倶

に
了

々
、』猩
窩
先
生
以
て

藥
中
第

一
と
爲
す
、
羅
山
先

生
謂
ふ
唐
の
顧
況
の
詩
に
、
「棲
霞
寺
の
裏

子
規
鳥
、
ロ
中
血
出
で

ゝ
啼
き
了
ら
す
、
山
僣
後
夜
初
め
て
定
に
入
る
、
聞
て
聞
か
ざ
る

に
似
た
り
山
月
の
曉
』と
、
其
髑
相
似
た
り
、
韻
も
亦
偶
.同
じ
、
山

背
の
國
」宇
縣
醍
醐
山
に
佛
法
僭
鳥
あ
り
、
羅
山
隨
筆
に
見
ゆ
、
按

す
る
皆

本
紀
畧
延
喜
六
年
八
月
、右
大
晶

法
華
八
講

を
修

す
、佛
法
僣
烏
來
り
鳴
く
、此

の
外
多
く
見
索
へ
近
世
、釋
の
元
政
の

詩
も
、亦
其
韻
を
用
ゆ
、曰
く
、梵
昔
瞭
喨
た
り
頻
迦
鳥
、
如
是
我
聞

便
ち
明
了
、
翻
し
來
り
て
奈
何

ぞ
人
に
擧
似
せ
ん
、
月
は
破
憲
に

入
る
林
寺
の
曉
、」蓋
、之
れ
に
效
ふ
に
意
あ

る
者
、
而
し
て
弘
法
の

詩
は
渾
厚
天
成
、色
相
を
以
て

求
む
べ
か
ら
す
、
元
政
の
詩
は
相

去
る
甚
遠
し
と
雖
、亦
脱
灑
喜
ぶ
ぺ
し
。

「客
見
の
家
聲
風
流
の
相
、
此
の
才
高
く
し

て
骸
瞬
な
る
を
奈
何

ん
、
心
雜
少
て
は
入
り
難
し
邃
公
の
瓧
、
于
思
誰
か
誦
す
華
元
が

歌
、登
臨
屐
老
ひ
て
風
雲
變
じ
、翻
譯
蘯
荒
れ
て
草
樹
多
く
、
千
古
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變
、翻

譯

毒

荒

草

樹

多
、千

古

使
鷺人

仰
昌高

致
嚇長

髯

乞

與

病

維

摩
、右

會

稽

沙

門

稽

丈

會

題
昌謝

靈

蓮

像
嚇藏

在
昌和

州

山

邊

郡

多

田

來

迎

寺
一佐

宗

淳

嘗

見
轟其

手

筆
一爲
v余

誦
レ之
、恐
"其

遺

落
葡故

録
昌于

此
嚇文

會
、明

初

僧
、客

兒

靈

蓮

小

字

也
。

東

國

通

鑑

載
凱端

午

石

戰
嚇朝

鮮

李

穡

牧

隱

集

有

γ詩

日
、年

年

端

午

聚
昌群

頑
嚇飛
γ石

相

攻

兩

陣

問
、馬

市

川

邊

朝

巳

集
、僧

齋

寺

北

暮

初

還
、忽

然

被
レ逐

輕
レ如
γ葉
、屹

爾

當
レ衝

電
レ似
v山
、只

爲
昌朝

廷

求
呂勇

士
n

殘
昌傷

面

目
赤

胡

顏
、昔

時

此

方

俗

習
、亦

與
6韓

舞

無
"異
、兒

戯

之

害
昌於

畢

者

也
、寛

永

中

下
v令

禁
v之
、

按

唐

王

式

討

裘̀

甫
期通

鑑

考

異

引
昌李

劃

録
一日
、諸

軍

園
昌賊

於

刻
嚇賊

悍

甚
、其

所
γ謂

女

軍

者
、亦

乘
レ城

摘
γ礫

久

申
γ人
、此

眞

石

戰

者

也
。

　
　
　
　
　

老
園

詩

膜

人
を
し
て
高
致
を
仰
が
し
む
、長
髯
乞
與
す
病
維
摩
」と
、
右
昏會
稽

の
沙
門
稽
文
會
、
謝
靈
運
が
喙
に
題
す
、藏
し
て

和
州
山
邏
郡
多

田
の
來
迎
寺
に
在
り
、
佐
宗
淳
嘗
て
其
手
筆

を
見
て
、
余
が
爲
に

之
れ
を
誦
す
、
遺
落
せ
ん
を
恐
る
、
故
に
此

に
録
す
、文
會
は
明
初

の
僣
、客
見
は
靈
運
の
小
字
な
鋤
。

東
國
通
鑑

に
、
端
午
の
石
戰
を
載
す
、
朝
鮮

の
李
穡
牧
隱
集

に
詩

あ
り
日
、「年

々
端
午
群
頑
を
聚
む
、
石
を
飛
ば
し
て
相
攻
む
兩
陣

の
間
、馬
市
川
邊
朝
巳
に
集
り
、僣
齋
寺
北
暮

に
初
め
て
還

る
、忽

然
逐
は
れ
て
葉
よ
り
も
輕
く
、
屹
爾
衝
に
當
り
て

山
よ
り
も

重

迄
、只
.朝
廷
勇
士
を
求
む
る
が
爲
に
、面
目
を
殘
傷
す
亦
胡
の
顏

ぞ
」と
、昔
時
此
方
の
俗
轡
、
亦
韓
地
と
異
な

る
無
し
、兒
戯

の
事
に

害
あ
る
も
の
な
り
、
寛
永
中
に
令
を
下
し

て
之
れ
を
禁
す
、
按
す

る
に
唐
の
王
式
、裘
甫
を
討
す
.通
鑑
考
異

に
平
剿
録
を
引
て
曰

く
、諸
軍
賊
を
個剣
に
圍
む
、賊
悍
甚
し
、其
謂
は
ゆ
る
女
軍
と
い

ふ

も
の
、亦
城
に
乘
じ
礫
を

摘
て
以
て
A
に
申

つ
と
、此
れ

眞
に
石

戰
す
る
も
の
な
り
・。

一
三
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疑
本

詩
話

叢
書

朱

子

語

類

日
、先

生

偶

誦
昌寒

由

數

詩
嚇其

一
日
、城

中

蛾

嵋

女
隔球

佩

何

躰
レ畷

珊

珊
、鸚

鵡

花

間

弄
、琵

噛琶

月

下

彈
、長
.歌

三

日

響
、短

舞

萬

人

看
、未
昌必

長

如
'此
、芙

蓉

不
v奈
v寒
、云

如
γ此

類
、熬

有
昌好

處
嚇詩

人

未
レ
易
γ到
v此
、王

應

麟

日
、塞

山

子
、楚

辭
、尤

超
"出

筆

墨

畦

逕
一云

有
v人

兮

由

脛
、雲

卷

兮

霞

纓
、秉
レ芳

兮

欲
v寄
、路

漫

兮

難
v征
、心

惆

悵

兮

狐

疑

、蹇

獨

立

兮
・

忠

貞
、觀
レ之

則

非
ヨ特

妙
昌於

詩

嚇楚

辭

亦

有
"得
驫於

自

然

"者
歟

。

劉

須

溪

臼
、晉

人

語

言
、使
昌壹

用

爲

"詩
、皆

當
掩

昌出

古

今

門善
唱它

眞

一故

也
、此

從
下漸

近
昌自

然
一語

中

亠看

出
、

善

論

v詩

者

也
、然

眞

者

不
v可
昌著
γ力

爲

7之
」老

練

之

極

、自

然

化

爲
・眞

耳
、蓋

初

盛

之

詩

、情

景

皆

眞
、如
昌

蘭

陵

王

長

恭

之

櫨
7陣
n婉

麗

伉

壯
、其

鋒

自
r不
y可

一
四

朱
子
語
類

に
曰
く
、先
生
偶
、、塞
山
の
數
詩
々
誦
す
、其

一
に
曰
く
、

城
中
蛾
眉
の
夊
珠
佩
何
ぞ
襪

畴

珊
々
た
る
、鸚
鵡
花
聞
に
弄

し
、琵
琶
月
下
に
彈
す
、
長
歌
三
日
響

き
、短
舞
萬
人
看
る
、未
だ
必

し
ρも
此
の
如
く
な
ち
す
、
芙
蓉
寒
に
奈

へ
す
、」と
、云
ふ
此
の
如
き

　
　

ハ
ナ

「の
類
然
は
だ
好
處
あ
り
、
詩
人
未
だ
此

に
到
り

易
か
ら
す
、
王
應

麟
曰
く
由塞
山
子
の
楚
辭
、
尤
、筆
墨
の
畦
逕
を

超
出
す
、云
ふ
^
入

あ
り
山
隆
雲
卷
霞
纓
、
芳
を
秉
り
て
寄

せ
ん
と
欲
す
、
路
漫

と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
の

て
征
き
難
し
、心
惆
悵
し
て
狐
疑
す
、蹇
獨
立
し
て
忠
貞
」と
ど

れ

を
觀
れ
ば
、
則
特
に
詩
に
妙
な
る
の
み
に
非
す
、楚
辭
に
も

亦
自

然
に
得
る
も
の
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ツ

劉
須
溪
曰
く
、晉
人
の
語
言
、
壹
ば
ら
用
ぴ
て
詩
と
爲
さ
し
め
ば
、

皆
當
さ
に
古
今
に
掩
出
す
べ
し
.他
の
翼
を
韓
く
す
る
が
故
な
り

と
、此
れ
漸
く

自
然
に
近
し
の
語
中
よ
り

看
出
だ
す
、
善
く
詩
を

論
す
る
も
の
な
り
.然
れ
ど
も
眞
は
.力

を
著
け
て
之
を
な

す

可

か
ら
す
、老
練
の
極
邑自
然
に
化
し
て
眞
と
爲
る
の
み
、蓋

初
盛
の

詩
、情
景
皆
眞
、蘭
陵
王
・長
恭
の
陣
に
臨
む
が
如
し
、婉
麗
伉
壯
、其

の
鋒
目
ら
當
る
べ
か
ら
す
、中
晩
、
顧
況

一
別
二
十
年
、人
、幾
掴
か
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、蝎

・當
也
、中

晩
洳
卞顧

況

一
別

二

十

年
、人

堪
昌幾

回

別
嚇

周

賀

空

將
昌未
レ歸

意
h詮

向
昌欲
レ行

入
h張

嬪

共

看

今

夜

月
、獨

作
舮異

郷

入
鉛雖
γ不
γ能
v及
昌初

盛
門亦

不
v失
昌其

眞

處
門元

入

絶

句

高

處
、自

逼
昌中

晩
門如
7陳

剛

申

老

母

越

南

垂

白

髪

病

妻

燕

北

倚
"黄

貸

蠻

姻

瘴

雨

交

州

客
、三

處

相

思

一
夢

魂
ハ凄

楚

盗

于̀

言

外
門可

y謂
賢善
昌它
眞
曽者
幽也
。

陶
・韋

・柳
・妙

處
、巳

經

"古

人

多

少

品

藻

今

若

拈

起
、

則

何

異
昌優

孟

衣

冠
嚇故

特

舉
昌明

人

效
『韋

者
苡

見
昌

其

流

風

逡

韻
崩楊
基

孵
褫

嘩
簿

媚

噸

有
繁雨

中

效
晶

韋

體
一寄
v友

四

首
昌皆

清

麗

莊

雅
、其

、一
寄
.偲

道

衍
.

鰍

断
紗

日
、叢

林

翳
昌重

岡
り迢

遞

僧
居

獨

憑
γ軒

鬥

悵

望
、春

雨

藤

蕪

緑
、泉

香

花

落
襯

窓

瞑

松

圍
レ屋
、

憶

爾

諷

經

餘
、袈

,裟

坐
昌深

竹
頃韋

詩

妙

在
昌工

拙

之

　
　
　
　
　

老

圃

詩
蹊

恥
る
ゝ
に
堪

へ
ん
、周
賀
、室
く
未
だ

歸
ら
ざ
る
意
を
將
て
.
読
て

行
か
ん
と
欲
す
る
人
に
向
ふ
、」張
に
5共
に
看
る
今
夜
の
月
、獨
、異

郷
の
人
と
作
る
」の
如
き
、
初
盛
に
及
ぶ
能
は
す
と
雖
、
亦
其
眞
處

を
失
は
す
、元
人
の
絶
句
、高
處
は
、自
ら
中
晩
に
逼

る
、陳
剛
中
、老

母
越
南
に
白
髪
を
垂
れ
、
病
妻
燕
北
に
黄
昏
に
倚

る
、
蠻
烟
瘴
雨

交
州
の
客
.三
處
相
思
ふ

}
夢
魂
」の
如
き
、凄
楚
、言
外
に
…溢
る
、它

の
眞
を
善
す
る
者
と
謂
ふ
可
き
な
り
。

陶
韋
柳
の
妙
處
、
己
に
古
人
多
少
の
品
藻
を
經
、
今
若
し

拈
出
せ

ぱ
、則
何
ぞ
優
孟
が
衣
冠
に
異
な
ら
ん
、故
に
特

に
明
人
の
韋
に

效
ふ
も
の
を
擧
げ
て
苡
て
其
流
黌

韻
を
見
は
亥
楊
轟

蠹

麓

讐

、瑚

雨
中
に
韋
體
に
整

て
友
に
軍

る
四
首
あ
り
、

皆
靈

壯
鑾

ハ
一層
道
衍
に
寄
す
瞰
鴛

師

曰
く
叢
替
轟

を
翳
し
、迢
遞
」僣
居
獨

軒
に
憑
て

一
悵
望
、春
雨
簾
蕪
緑
、泉
香
し

て
花
、醐
に
落
ち
、憲
瞑
し
て
松
、屋
を
圍
む
、憶
ふ
諷
經
の
餘
、袈
裟

深
竹
に
坐
す
」
と
、韋
詩
の
妙
は
工
拙
の
外
に
在
ゆ
、
楊
は
則
麥
態

横
出
す
、
針
線
覓
む
べ
丸

而
し
て
其
蕭
激
聞
擔
の
趣
を
決
は
す
↓

善
く

柳
下
惠
を
學
ぶ
も

の
と

譜
ふ
可
し
、余
霊
年
に

左
顧
す
る
も
厂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
瓩



螂

　

　

　

　

日

本

詩

話

叢

書

外

嚇楊

則

姿

態

横

出
、針

線

可
ド覓
、而

不
レ失
。其

蕭

散

閲

澹

之

趣
h可
譜

鴛善

學

初

下

惠

一者
↓矣
、余

非

左
昌祖

於

韋

一者

ハ陶

如
昌塞

山

子

詩
嚇非
冒可
8學

而

能

葡者
ハ韋

集

中

、亦

有
卞過
齢於

眞

奚

不
v可
v爲
レ法

者
戯柳

之

妙

慮
、世

當

γ有

昌自

知
「之

者
一矣
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
六

の
に
非
・ず
、陶
は
寒
山
子
の
詩
の
如
し
、
學
ん

で
能
く
す
べ
き
も

の
に
非
す
、韋
集
の
中
、
亦
眞
率
に
過
ぎ
、法
と
爲
す
べ
か
ら
ざ
る

も
の
有
り

柳
の
妙
處
は
、世
當
に
自
ら
之
れ
を
知
る
も
の
有
る

へ
し
。

7

老

圃

詩

蹊

繆


